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医
科
大
2
0
1
3
年
設
立
べ

つもレに子どもの笑顔パーノ1

ネ

　
国
際
医
療
Ｎ
Ｇ
Ｏ
「
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
」
（
本
部
・
岡
山
市
）
が
、

ネ
パ
ー
ル
に
［
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
国
際
医
科
大
学
］
を
作
る
計
画
を
進

め
て
い
る
。
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
近
く
発
足
、
２
０
１
３
年
の
設

立
を
目
指
す
。
妊
産
婦
や
小
児
医
療
の
充
実
を
図
る
ほ
か
、
卒

業
生
を
同
国
の
無
医
地
区
に
派
遣
。
国
際
医
療
救
援
活
動
へ
の

参
加
も
義
務
付
け
、
医
師
養
或
と
同
時
に
海
外
で
の
救
援
活
動

を
充
実
さ
せ
た
い
考
え
だ
。
　
　
　
　
　
　
【
石
一
己
廳
】

１
１
１
』

Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
2
5
周
年

　
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
が
今
年
、
設
立
2
5

周
年
を
迎
え
る
こ
と
か
ら
計
画

し
た
。
同
国
の
ト
リ
ブ
バ
ン
大

教
授
ら
で
構
成
す
る
ネ
パ
ー
ル

支
部
も
正
式
に
医
科
大
構
想
を

決
議
こ
「
月
1
5
日
、
カ
ト
マ
ン

ズ
で
、
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
グ
ル
ー
プ
の

菅
波
茂
代
表
と
レ
グ
ミ
支
部
長

が
ラ
ム
・
バ
ラ
ン
・
ヤ
ダ
ブ
大
統

領
を
訪
問
。
医
科
大
設
立
構
想

を
伝
え
た
と
こ
ろ
、
大
統
領
は

　
ズ
Ｍ
Ｄ
Ａ
の
実
績
は
よ
く
頻

っ
て
い
る
。
ぜ
ひ
作
っ
て
、
引
き

続
き
ネ
パ
ー
‘
ル
の
人
々
を
助
け

て
ほ
し
い
｝
と
Ｉ
心
じ
た
と
い
う
。

　
民
望
可
湊
左
、
【
Ａ
Ｍ
Ｄ

Ａ
子
ど
も
病
院
】
が
あ
る
ブ
ト

Ｔ
そ
こ
で
こ
。
Ｅ
ズ
な
ど
の

　
　
　
　
９
Ｍ
ｕ
ｒ
ｌ
ｌ
　
Ｒ
４
／
７
Ｑ
¥
ｌ
ｌ
Ｍ
Ｊ
～
４
４
￥
ｊ

首
ｔ
Ａ
の
資
金
と
国
内
外
で
の
募
金

侯
遥
遥
』
一
．
λ
ｉ
Ｅ
忿
の
選
定

中
こ
設
立
に
は
２
億
Ｆ
廻
亜
が

必
要
で
、
菅
波
代
表
は
Ａ
Ｍ
Ｄ

に
加
え
、
国
際
協
力
機
関
か
ら

の
融
資
を
検
討
し
て
い
る
。

　
同
子
ど
も
病
院
を
医
科
大
の

付
属
病
院
と
す
る
構
想
も
あ
る

と
い
う
。
子
ど
も
糎
徊
。
は
、
一
攻

神
大
震
災
で
ネ
ハ
’
ｊ
ル
か
ら
支
「

援
を
受
け
た
お
返
μ
に
と
、
Ａ

Ｍ
Ｄ
Ａ
や
毎
Ｅ
母
聞
な
ど
が
キ

ャ
ン
ペ
ー
ン
に
取
り
組
み
、
9
8
一

年
に
開
設
さ
れ
た
。

‘
‐
既
に
２
万

人
を
超
え
る
赤
ち
ゃ
ん
が
こ
こ

で
生
ま
れ
て
い
る
。

　
菅
波
代
表
は
「
国
内
の
大
学

に
も
協
力
を
求
め
、
平
均
寿
命

が
世
界
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
日
本

の
医
療
体
制
を
導
入
し
た
い
。

将
来
は
近
隣
地
区
で
の
災
害
支

援
に
備
え
る
な
ど
、
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ

の
主
要
な
拠
点
と
し
た
い
’
｝
と

后
し
て
い
る
。
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ヤダフ大統領（中）を表敬訪問した音波代表ここ亙£と

ＡＭＤＡﾖを共　レグミ支部掻＝=カトマンズで15日、
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